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制定 ２０２５年 ３月２０日 

 

第１章 総  則 

 

（目的） 

第１条 この規則は、阪急バス株式会社(以下「当社」という。)が、当社線においてタッチ決済乗車によ

り当社を利用する旅客の運送等について、合理的な取り扱い方法を定め、旅客の利便性向上と円滑な利

用の促進を図ることを目的とします。 

（変更） 

第２条 当社が定める規則は、社会情勢の変化その他の合理的必要性がある場合は、契約の目的に反せず、

かつ、相当な範囲において、変更できるものとします。 

２ 前項によるこの規則の変更に際しては、変更後の内容と適用開始日を、営業所、インターネットその

他相当の方法であらかじめ公表するものとし、公表の際に定める相当な期間を経過した日から適用され

るものとします。 

（用語の定義） 

第３条 この規則における主な用語の定義は、次の各号に掲げるとおりとします。 

（１）「タッチ決済媒体」とはタッチ決済機能のあるクレジットカード、デビットカード、プリペイドカ

ード、およびタッチ決済機能を搭載している携帯型端末等の情報端末をいいます。 

（２）「タッチ決済乗車」とは、カード会員番号等の識別情報を有するタッチ決済媒体とサーバ上の電子

式証票を組み合わせたサーバ管理型乗車券として使用する乗車方法のことをいいます。 

（３）「読取機」とは、タッチ決済媒体を使用する際に、媒体が有する識別情報を読み取るために、バス

車内の乗降口に設置された車載機器をいいます。 

（４）「発行者」とは、タッチ決済機能を有するカードを発行する者、およびタッチ決済機能を提供して

いる者をいいます。 

（５）「管理サーバ」とは、タッチ決済乗車に必要となる各種のデータ（識別情報、入出場情報、利用履

歴等）を管理するサーバをいいます。 

（適用範囲） 

第４条 タッチ決済乗車による当社線における旅客の運送については、当社運送約款（以下「運送約款」

という。）に定めがない場合または運送約款と異なる取り扱いの場合は、この規則の定めるところにより

ます。 

２ この規則が変更された場合、以後のタッチ決済乗車による当社線の旅客の運送については、変更され

た規則の定めるところによります。 

３ この規則に定めのない事項については、運送約款または第３条第４号の発行者が定める規程等による

ほか、運送約款に定めのない事項については、法令の定めるところ又は一般の慣習によります。 

（契約の成立時期及び適用規定） 

第５条 タッチ決済乗車による旅客との運送契約の成立時期は、バス車内の読取機で乗車記録をしたとき

とします。 

２ 前項の規定により契約の成立した時以後における取り扱いは、別段の定めをしない限り、全てその契

約の成立したときの規定によります。 
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（取り扱い区間） 

第６条 当社がタッチ決済乗車を取り扱う区間は、表１のとおりとします。 

表１ 

取扱区間 六甲ケーブル山上駅～摩耶ロープウェー山上駅 

（旅客の同意） 

第７条 タッチ決済媒体を使用する旅客は、この規則及びこの規則に基づいて定められた規定（第２条に

より変更された場合における変更後のものを含む）を承認し、かつ、これに同意したものとします。 

（利用環境） 

第８条 タッチ決済媒体は、旅客が自らの責任において準備、維持しなければなりません。なお、タッチ

決済媒体の利用における情報端末の通信費用等については、旅客が負担するものとします。 

２ タッチ決済媒体は、タッチ決済機能が所定の仕様に従って適切に動作することを前提とし、表示不良

や環境設定に起因する不具合、故障またはバッテリー切れ、電気通信サービス提供事業者から受ける通

信サービスの状態が不安定等の事由により使用できる状態にない場合は、使用することができません。

これらの不具合等によって旅客に生じる不利益は、全て当該旅客が責任を負うものとします。 

 

第２章 使  用 

 

（使用方法） 

第９条 タッチ決済媒体は、旅客が当社線内の停留所相互間を乗車の目的で、乗車及び降車する際、もし

くは乗車または降車する際のみにバス車内の読取機に触れて乗車記録及び降車記録をした場合に、当該

乗車区間に有効なタッチ決済乗車による片道普通乗車券として使用することができます。この場合は、

運送約款第２１条第２項の規定は適用しません。 

２ 旅客が乗車する際にタッチ決済媒体を読取機に触れず乗車記録がない場合であって、降車する際に当

社の乗務員が旅客の乗車した停留所を知ることができないときは、当該運行系統又は区間の始発の停留

所から乗車したものとみなします。ただし、旅客が運送約款第２１条第２項の規定により整理券を所持

し、降車する際にタッチ決済媒体を使用する場合は、この限りではありません。 

３ 発行者は第１０条第１項及び第２項に定める運賃を当社に立替払いし、これにより旅客に対し当該運

賃に係る求償債権を取得します。なお、発行者の旅客に対する求償債権の請求方法は、当該発行者が定

めるところによります。 

（運賃の適用） 

第１０条 タッチ決済乗車には、大人片道普通旅客運賃を適用するものとします。小児がタッチ決済媒体

を使用した場合も同様とします。 

２ 前項の規定にかかわらず、タッチ決済媒体を使用する旅客本人から申し出がある場合に限り、当社の

乗務員が次の各号に掲げる処理を取り扱います。 

（１）複数人精算（同一区間での乗車に限る） 

（２）小児運賃の適用 

（３）運送約款第２５条第１項第１号及び第２号に規定する割引運賃の適用 

３ 前項第３号の適用を受けようとする旅客は、降車する際（運賃を支払う前）に、運送約款第２５条第

１項第１号及び第２号に規定する手帳（運送約款第２５条第１項第３号に規定する本人確認方法を含む）

を当社の乗務員に提示、または運賃割引証を提出しなければなりません。手帳の提示、または運賃割引

証の提出がない場合は、前項第３号の適用を受けることができません。 
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（効力） 

第１１条 タッチ決済乗車を行った場合のタッチ決済媒体の乗車券としての効力は、次の各号のとおりと

します。 

（１）当該乗車区間において、片道１回の乗車に限り有効とします。 

（２）車載機で乗車記録を読み取った後は、乗車記録を読み取った当該運行便に限り有効とします。 

（３）途中下車の取り扱いはしません。 

（利用履歴の確認） 

第１２条 旅客は、管理サーバと接続するＷｅｂサイト等において、所定の手続きを行ったうえで、タッ

チ決済乗車の利用日、利用区間、運賃等を確認することができます。 

２ 前項で規定する確認は、利用日から１年間に限り行うことができます。 

（制限事項） 

第１３条 タッチ決済媒体は、次の各号のいずれかに該当する場合には使用できません。 

（１）１回の乗車につき、２以上のタッチ決済媒体を同時に使用すること 

（２）他の乗車券と併用して使用すること 

（３）タッチ決済媒体に名義人が存在する場合に、当該名義人以外が当該タッチ決済媒体を使用するこ

と 

（４）利用可能枠のあるタッチ決済媒体を、利用可能枠を超えて使用すること 

（５）偽造、変造、ならびに不正に作成または不正に取得されたタッチ決済媒体を使用すること 

（乗降の制限） 

第１４条 次の各号のいずれかに該当する場合には、タッチ決済媒体を使用して乗降することはできませ

ん。 

（１）タッチ決済媒体の破損、読取機の故障等やむを得ない事情により、タッチ決済媒体の読み取りが

できないとき 

（免責事項） 

第１５条 タッチ決済媒体の表示不良や環境設定に起因する不具合により生じた旅客の損害に関して、当

社は一切補償しません。 

２ 使用環境によってタッチ決済媒体を使用できない場合、通信環境や管理サーバの不具合等により生じ

た損害について、当社の責めに帰すべき事由がある場合を除き、当社は一切補償しません。 

 

第３章 無  効 

 

（無効となる場合等） 

第１６条 次の各号のいずれかに該当する場合には、当該タッチ決済乗車を無効とします。 

（１）乗車開始後に乗車記録のあるタッチ決済媒体を他人から譲り受けて使用したとき 

（２）その利用方法に基づかず使用したとき 

（３）偽造、変造または不正に作成されたタッチ決済媒体を使用したとき 

（４）その他不正乗車の手段として使用したとき 

（不正使用等に対する旅客運賃、割増運賃の収受等） 

第１７条 当社は、旅客が前条各号のいずれかに該当する場合は、運送約款第２８条の規定を準用し普通

旅客運賃、ならびに割増運賃を収受します。 
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附則（２０２５年 ３月２０日制定） 

この規則は、２０２５年３月２０日から適用します。 

 


